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 研究結果   

 

『史記』が日本に伝わって既に 1300 年が経ち、それぞれの時代背景に合わせて、そ

の伝播・受容方式は異なっている。本研究では、室町時代を中心に、日本に現存する写

本、抄本、刻本を考察対象とし、史記の伝播・受容様式を明らかにしようとした。 

今回の研究では、南北朝時代の藤原英房著『史記説』、室町時代の桃源瑞仙著『史記桃

源抄』、月舟寿桂 (幻雲)著『史記注』、霊元著『史記注』等、史記を日本に伝播するうえ

で最重要となるこれらの書物を詳細に調べ、それぞれに付された注釈の意味や、それが史

記伝播に果たした役割について分析を行った。  

室町時代、五山の禅僧に代表される漢学研究は前人未踏の頂点に到達し、『史記』の

研究にも新たな局面が現われた。「史記」注釈の特徴として、以下の点が挙げられる。 

 

１．注釈の類別上で、文意を解釈することを特長とし、句読を明らかにすることと同

時に字義を解釈することを重要視し、文献を引いて、さらにこれを配列する。室町時代の

『史記』についての接受を表明し、主要な目的は句読に準拠し、字義・文意に疏通するこ

とにある。はじめて『史記』に含まれる史学・文学と哲学思想などを解明する内容の基礎

を備え、多面的な角度から『史記』の研究を成し遂げることを可能とする。 

 

２．列伝･世家と本紀に重点的に注釈を加え、書･表に対しては注釈を省略している。

室町時代の時代背景を反映しているのか、『史記』の書･表の研究は未だ十分には展開さ

れていない。 

 

３．注語を見ると、文献の引用が未だ充分とは言えない。とりわけ、字やことばに対

する解釈に関しては、基本的に『説文』『爾雅』『広韻』『広雅』などの重要な文献を引

用しておらず、一方では元代の黄公紹の『古今韻會』から多くを引用しており、字やこと

ばをより一層正確に解釈することに影響を及ぼした。 

 

これらの室町時代における「史記」注釈の特徴は、後代の人が『史記』に注を加える

ために先鞭をつけたものであり、多くの類似の著作を生み出したのである。 
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